
 

学
校
等
施
設
の
耐
震
化
に
係
る
財
政
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書 

 
東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
学
校
等
施
設
で
被
害
が
発
生
し
、
福
島
市
に
お
い
て
も
、
小
中
学
校
、
幼
稚
園
合
わ
せ
て
九
十
五
施
設
の
う
ち
、
八
十
八
施
設
が
被
災
し
た
。 

福
島
市
の
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
率
は
平
成
二
十
三
年
度
末
現
在
五
十
八
・
三
％
で
、
全
国
の
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
八
十
・
三
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
震
災

及
び
原
子
力
災
害
の
対
応
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
国
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
も
の
の
、財
源
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

平
成
二
十
年
の
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
に
よ
り
、
大
規
模
な
地
震
に
よ
る
倒
壊
又
は
崩
壊
の
危
険
性
が
高
い
学
校
施
設
に
関
す
る
特
例
と
し
て
、
耐
震
補
強

事
業
の
国
庫
補
助
率
が
従
来
の
二
分
の
一
か
ら
三
分
の
二
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
震
災
後
の
平
成
二
十
三
年
三
月
に
は
そ
の
適
用
期
間
も
平
成
二
十
七
年
度
末
ま
で
延

長
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
建
物
は
構
造
耐
震
指
標
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
ｓ
値
が
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
る
〇
・
三
未
満
の
も
の
の
み
で
あ
り
、 

 
 

Ｉ
ｓ
値
が
〇
・
三
以
上
の
建
物
に
対
し
て
の
国
庫
補
助
率
は
従
来
ど
お
り
二
分
の
一
の
ま
ま
で
あ
る
。 

政
府
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
公
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
完
了
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
明
確
化
し
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
生
命
を
守
り
、

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
公
立
学
校
に
お
い
て
一
刻
も
早
く
耐
震
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
Ｉ
ｓ
値
が
〇
・
三
以
上
の
施
設
も
、
〇
・
三
未
満
の
施

設
と
同
様
の
補
助
率
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
財
政
支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
よ
う
強
く
求
め
る
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
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